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歴
史
の
中
の
学
員

　

日
本
の
裁
判
史
上
に
特
筆
さ
れ
る
画
期
的
な
判
決
が
、
太
平
洋

戦
争
の
さ
な
か
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
三
月
一
日
に
言
い

渡
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
三
年
前
に
東
条
英
機
内
閣
が
戦
争
遂
行
に

向
け
て
政
府
に
都
合
の
よ
い
議
会
体
制
を
つ
く
る
た
め
翼
賛
政
治

体
制
協
議
会
を
結
成
し
、
警
察
と
軍
部
の
力
を
最
大
限
に
利
用
し

な
が
ら
総
力
を
挙
げ
て
実
施
し
た
第
二
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（
翼
賛
選
挙
）
を
唯
一
無
効
と
判
断
し
た
も
の
で
、
そ
の
裁
判
官

を
務
め
た
の
が
、
東
京
法
学
院
大
学
を
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年

に
卒
業
し
た
吉
田
久ひ
さ
しで
あ
っ
た
。

　

彼
の
父
は
久
蔵
と
い
い
、
ま
た
母
の
名
を
と
え
と
い
っ
た
。
久

と
い
う
名
前
は
、
父
か
ら
一
字
取
っ
て
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
幼

い
頃
か
ら
頭
脳
明
晰
、
学
業
優
秀
で
近
隣
に
神
童
の
誉
れ
高
か
っ

た
と
い
う
。
父
久
蔵
は
、
は
じ
め
福
井
で
八
百
屋
を
営
ん
で
い
た

が
、
そ
れ
に
飽
き
た
ら
ず
の
ち
に
東
京
に
出
て
人
力
車
業
を
始
め

た
。
開
業
当
初
は
羽
振
り
も
よ
か
っ
た
が
、
馬
車
や
自
転
車
の
流

行
に
押
さ
れ
て
次
第
に
業
績
が
振
る
わ
な
く
な
り
、
日
清
戦
争
が

始
ま
っ
た
一
八
九
四
年
吉
田
自
身
も
学
業
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な

い
状
況
に
立
ち
至
り
、
二
年
後
に
一
家
を
挙
げ
て
帰
郷
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
吉
田
は
学
業
の
念
や
み
が
た
く
十
八
歳
の
時

に
再
び
単
身
上
京
し
、
大
審
院
の
雇や
と
いと
な
っ
て
働
き
な
が
ら
、
初

め
和
仏
法
律
学
校
（
現
法
政
大
学
）
に
入
学
し
た
。
そ
の
後
、
雇

を
辞
め
て
法
律
事
務
所
に
住
み
込
み
、
一
九
〇
二
年
東
京
法
学
院

（
翌
年
、
東
京
法
学
院
大
学
と
改
称
）
に
転
学
し
た
。
こ
の
東
京

法
学
院
へ
の
転
学
は
、
夜
学
で
勉
強
し
昼
間
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
は

復
習
す
る
時
間
が
な
い
こ
と
か
ら
、
昼
間
授
業
が
受
け
ら
れ
る
法

律
学
校
へ
移
り
た
い
と
の
こ
と
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

午
前
中
、
事
務
所
で
仕
事
を
こ
な
し
た
吉
田
は
、
午
後
か
ら
の

授
業
の
た
め
に
日
本
橋
か
ら
神
田
錦
町
の
学
校
ま
で
約
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
を
、
羽
織
・
袴
姿
に
下
駄
履
き
で
毎
日
歩
い

て
通
っ
た
と
い
う
。
教
場
で
は
ど
ん
な
先
生
の
講
義
も
熱
心
に
聴

講
し
、
一
年
の
時
か
ら
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
二
、三
年
時
に
は

特
待
生
と
し
て
学
費
を
免
除
さ
れ
、
さ
ら
に
三
年
の
時
に
は
貸
費

出
身
地　

福
井
県
福
井
市

生　

年　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
八
月
二
十
一
日

没　

年　

一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
九
月
二
十
日
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吉 

田　

久　

護
法
の
一
念

生
と
な
っ
て
三
年
間
勉
学
に
励
ん
だ
。

　

吉
田
は
、
そ
の
か
い
あ
っ
て
弱
冠
二
十
一
歳
の
若
さ
で
み
ご
と

に
卒
業
年
時
の
判
事
検
事
登
用
試
験
に
合
格
し
、
司
法
官
試
補
と

な
っ
て
法
曹
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
る
。
彼
は
、
水
戸
地
方
裁
判

所
を
皮
切
り
に
、
東
京
、
岡
山
、
広
島
、
浜
松
の
各
地
で
検
事
を

務
め
、一
九
一
〇
年
東
京
区
裁
判
所
で
判
事
と
な
っ
た
。
一
九（
大

正
八
）
年
東
京
控
訴
院
判
事
と
な
り
、
二
四
年
に
は
私
学
出
身
者

と
し
て
破
格
の
部
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
年
大
審
院
判
事
と
な
っ

て
、
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
大
審
院
判
事
部
長
に
栄
進
し
た
。

　

刻
苦
勉
励
の
末
、
吉
田
は
司
法
官
と
し
て
立
身
出
世
を
果
た
し

た
が
、
無
効
判
決
を
下
し
た
四
日
後
の
三
月
五
日
退
職
を
命
じ
ら

れ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
の
ち
に
吉
田
は
当
時
司
法
大
臣
か
ら
の

大
審
院
判
事
入
れ
替
え
の
要
請
に
応
じ
た
も
の
で
、
翼
賛
選
挙
の

判
決
を
し
た
た
め
で
は
な
い
と
回
顧
し
て
い
る
。

　

退
職
の
背
景
に
無
効
判
決
の
影
響
が
全
く
な
か
っ
た
の
か
明
ら

か
で
な
い
が
、戦
時
中
、政
府
か
ら
の
圧
力
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、

た
だ
裁
判
官
と
し
て
己
の
信
条
に
従
い
護
法
の
一
念
を
貫
き
通
し

た
姿
勢
は
、
裁
判
史
上
の
み
な
ら
ず
中
央
大
学
の
歴
史
に
お
い
て

も
燦
然
と
輝
き
を
放
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

吉田久


